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あらゆる暴力の追放を（パープルリボン運動を機に）

パープルリボン運動とは、1994 年アメリカに女性に対する暴力の被害者によって生まれた草の
根運動です。毎年 11月 12日からの 2週間を運動期間として、国際的な運動へと広がっています（日
本では 2001 年から実施）。パープルリボンには、「女性に対するあらゆる暴力をなくしていこう」と
いうメッセージに加え、被害者に対し「ひとりで悩まず、まずは相談をしてください」というメッ
セージが込められています。（生徒会役員と３年生学級委員にそのピンバッジをつけてもらいます）
暴力は、性別関係なく否定されるべきものです。しかし、女性の地位を軽んじてきた歴史があり、

被害者は女性である割合が大きく、その暴力の内容はいずれも深刻です。「女性に対する暴力の現
状」（内閣府Ｒ６年９月）を見ると、男女間における性暴力の被害者の割合は、女性は男性の 11.6 倍
です。

（例）配偶者からの暴力（DV)、性犯罪・性暴力、JKビジネス、デート DV、ストーカー、AV出演被害、レイプドラッグ

これを機に、女性に対する暴力は許してはいけないということ、さらに繰り返し
ますが、性別関係なく誰にであってもいけないということ。「あなたがされて嫌なこ
とは、誰であっても嫌だ」ということを強く訴えます。11 月は「ふれあい月間」、
暴力ゼロに意識的に取り組む月です。

話は少し脱線しますが（しかし大きく関係します）、国連の「女性差別撤廃委員会」
が８年ぶりに日本政府の取り組みを審査しました（10 月 29 日）。結果は、選択的夫婦

別姓、人工妊娠中絶の条件、女性の国会議員への立候補しにくいシステム、同性婚、
等 9 項目について、国際社会から「不合格」を言い渡されました。「近代的な国家、
巨大な経済を有する国であることを考えると、非常に驚くべきこと」とのコメントで
す。前回の指摘からいくつかの法律が改正されましたが、まだ不十分との判断です。
また今回の衆議院選挙での女性の当選者は過去最高でしたが、30 ％の目標には遠く

及ばず、15.7 ％でした。「なぜ理系に女性が少ないのか (横山広美 著)」には、ジェンダーバイアス
（「女性は･･･（べき）だ」という思い込み）が女性の理系への進学をさまたげていると書かれてい
ます。さまざまな面から、人権について学校でも考えていきます。

目や耳の健康を守る

今年の「命の授業」（ 1 0月 5日）では、大谷良光先生（子どものネットリスク
教育研究会代表）をお招きし、目と耳の健康に関する講義を受 け ま し た 。
子どもの近視のほとんどが目の奥行きにあたる“眼軸”が伸びるために起き

る『軸性近視』だとわかってきました。また、いったん背が伸びたら低くするこ
とができないのと同じで、目の奥行きの長さも縮めるのは不可能だそうです。
文部科学省の近視実態調査では、小学１年生から３年生の２年間で最も近視が

増加（約３倍）しています。そして中学３年生では裸眼視力1.0未満が約60％に、
裸眼視力0.3未満が約30％になっています。近視の原因は複合的だと思われます
が、自身の健康を守るためにできることをしていきたいですね。

11分毎に1人の女性や女児が、親しいパートナーや家族によって殺害されています。新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）のパンデミックから経済の混乱に至るストレスも、身体的虐待や言葉による虐待のさらなる増加

に必然的につながることがわかっています。 （アントニオ・グテーレス国連事務総長 2022.11.25）

安全・安心な学校に

するために

□ スマートフォンやＰＣの画面と目は30ｃｍ以上離して使用する。
□ 20分使ったら、20秒目を休ませ、20フィート（６ｍ）離れたところを見る。
□ １日２時間、太陽の光を浴びる。→木陰で読書をするのでも効果あり（別途新聞から）

（２学年通信から抜粋）
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食の秋（和食月間＆弁当の日に向けて）

11 月は和食月間として、ランチルームで和食器を使った給食をいただい
ています。栄養士による、食に関する講義も毎年この時期に行っています。

また、11 月 25 日（月）は、「弁当の日」１回目です。子どもが本来もっ
ている“生きる力”を育てる－趣旨で、年間３回、自分で自分の弁当を
作る日を設定し、メニュー考案から買い出し、調理、片付けまですべて
１人で行います。今年度はその導入として、１年生が調理実習を行いま
した。お米料理研究家のしらいのりこ先生に指導を受けました。しらい先
生の著書に「一品つくれば満足 二品あれば最高！」というキャッチコピ
ーがあります。弁当づくりのハードルを下げる、楽しいひとときでした。

和太鼓部＆科学部、活躍の秋

10 月 31 日（金）に和太鼓部が連合音楽会に
参加し、ティアラ江東で演奏しました。
また 11 月 1 日（月）に科学部が理科学習発
表会に参加し、都立科学技術高等学校で発

表しました。いずれも文化祭での発表に更に磨きをかけた発表でした。

文化祭アンケート（１年生保護者編） 一部抜粋します

○有志の参加が多いのが印象的でした。歌って踊って、生徒自身が自主的に盛り上げようとしてい
るのが素敵です。
○ sdgsについての発表がみんな堂々と発表できていて、感動しました。歌声も大変感動しました。
○職員合唱の「タッチ」、懐かしい曲で思わず口ずさんでしまいました。Ｈ先生が盛り上げ上手で、
今後、先生方と子ども達がコラボする機会があったら楽しそうですね。全学年での合唱「空は今」
は、一人一人が気持ちを込めて歌っているのが伝わり、心が打たれました。特に高音のハーモニー、
美しかったです。生徒みんなが一生懸命に取り組むところが、南砂中の素敵なところだと思います。
○演目が面白そうだったので、1年生以外のものも全て見ました。皆が楽しんでる様子が見られて、
あたたかい雰囲気の文化祭だなと思いました。（すべての演目にコメントいただきありがとうございます）
写真を撮るスペースがあったのが良かったです。皆で楽しんで作りあげている様子が見られて、見
ているこちらも楽しかったです。素敵な時間をありがとうございました。
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江東区環境検定 本校平均44.6点（区44.1点）

表彰 Ｍ（２年Ａ組）（54点）

江東区おいしいﾒﾆｭｰｺﾝｸｰﾙ
入賞 Ｈ（２年Ｂ組）
佳作 Ｍ（２年Ａ組） 佳作 Ｍ（１年Ｂ組）

税の作文（江東東納税貯蓄組合連合会）
佳作 Ｋ（３年Ａ組） （敬称略）

理科研究発表（江東区中学校連合文化祭）
優秀賞 科学部

《お願い》学校行事等へのご参加・ご協力について
（１）道徳地区公開：11月22日（金）

地域参加型道徳授業を行います。生徒のグループに入っていただき、対話しながら互いに考える授業で

す。「地域との交流」をテーマとし、Ｋ教諭が授業を行います。是非ご参加ください。

（2）マラソン大会：11月29日（金）

マラソン大会を実施するにあたり、生徒の安全確保のためのお手伝いにご協力をお願いします。


